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第１章 調査実施の概要 

１ 調査の目的 

田村市では、より良い障害者福祉を目指すべく、現行の「障害者計画」及び「障害

福祉計画」の内容を見直し新たな計画を策定するための基礎資料として、障害者福祉

に関するアンケートを実施しました。 

２ 調査の設計 

（１）調査票の種類と調査対象者等 

調査対象者と調査内容は、以下のとおりです。 

図表1.1 調査象者と調査件数 

調査票「生活と福祉に関するニーズ調査」 

 調査対象者 
平成 29 年８月１日現在、田村市内に住所を有する身体障害
者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳及び自立支援医
療（精神通院医療）の受給者証を所持している方 

 調査件数 1,196 件 

３ 調査の実施方法と配布・回収状況 

（１）調査時期と調査方法 

生活と福祉に関するニーズ調査は、平成29年8月28日～９月15日に実施しまし

た。 

調査対象者は、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳及び自立

支援医療（精神通院医療）の受給者証を持っている方。配布・回収については郵

送調査法を採りました。 

（２）調査票の配布・回収状況 

調査によるそれぞれの配布・回収状況は、以下のとおりです。 

図表1.2 調査票の配布・回収状況 

調査票区分 配布数 回収数 回収率 

生活と福祉に関するニーズ調査 1,196 人 518 人 43.3％ 

４ 報告書の見方について 

調査結果の数値については小数点第２位以下を四捨五入しているため、内訳を合計

しても100％に合致しない場合があります。 

 

グラフの「ｎ」とは回答数を表すものであり、設問によって異なる場合があります。 
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63.5  22.0  10.8  

3.7  

全体 

n=518 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人 家族 その他 無回答 

０～18歳 

5.2% 

19～39歳 

24.3% 

40～64歳 

56.6% 

65歳以上 

11.6% 

無回答 

2.3% 

全体 n=518 

男性 

54.4% 

女性 

45.0% 

無回答 

0.6% 

全体 n=518 

第２章 ニーズ調査結果 

１ 調査対象者の現状 

（１）調査票の回答者 

調査票に回答した方は、「本人」は63.5％、「家族」は22.0％となっています。 

回答者 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査対象者の属性 

調査対象者の性別をみると「男性」（54.4％）、「女性」（45.0％）となっていま

す。 

年齢をみると、「40～64歳」（56.6％）が最も多く、次いで「19～39歳（24.3％）、

「65歳以上」（11.6％）となっています。 

 問1-(1) 性別  問1-(2) 年齢 
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10.6  7.3  7.9  12.0  52.5  7.3  

2.3  

全体 

n=518 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

滝根 大越 都路 常葉 船引 その他 無回答 

福祉施設（入所施設） 

9.3% 

自分や家族の持ち家 

71.8% 

民間の借家や賃貸    

アパート・マンション等 

4.2% 

市営・県営住宅、    

公社・公団住宅 

6.2% 

社宅や会社の寮、    

官公舎等の住宅 

0.0% 

グループホーム等の   

共同生活ができる住まい 

6.0% 

その他 

1.2% 
無回答 

1.4% 

全体 n=518 

現在暮らしている地区は、「船引地区」（52.5％）が最も多く、次いで「常葉地区」

（12.0％）、「滝根地区」（10.6％）、「都路地区」（7.9％）、「大越地区」（7.3％）

となっています。 

問1-(3) 居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

（３）住まいや暮らしの状況と家族構成について 

現在暮らしているところをみると、「自分や家族の持ち家（家族・親戚の持ち家

も含む）」（71.8％）が最も多く、次いで「福祉施設（入所施設）」（9.3％）、「市営・

県営住宅、公社・公団住宅」（6.2％）となっています。 

問2 現在のお住まい 
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いる 

48.5% 
いない 

45.2% 

無回答 

6.4% 

全体 n=518 

家族構成をみると、「夫婦のみ」（50.2％）が最も多く、次いで「その他の世帯」

（16.2％）、「ひとり暮らし」（11.4％）となっています。 

問3 家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）介助（介護）者の状況 

介助（介護）者がいるかをみると、「いる」（48.5％）、「いない」（45.2％）とな

っています。 

また、介助（介護）者の続柄は、「その他の家族」（45.8％）が最も多く、次いで

「配偶者（夫、妻）」（27.1％）、「兄弟・姉妹」「友人・知人」（各10.0％）となっ

ています。 

 問4 介助（介護）者がいるか   問5 介助（介護）者の続柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.4 

50.2 

6.6 

9.8 

16.2 

5.8 

0% 25% 50% 75% 100%

ひとり暮らし 

夫婦のみ 

２世代世帯（親と子など） 

３世代世帯（親と子と孫など） 

その他の世帯 

無回答 

全体 

n=518 

配偶者（夫、妻） 

27.1% 

親 

3.2% 

子ども（子どもの

配偶者を含む） 

2.0% 

兄弟・姉妹 

10.0% 

その他の家族 

45.8% 

友人・知人 

10.0% 

その他 

0.4% 

無回答 

1.6% 

全体 n=251 
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20歳代 

0.8% 

30歳代 

24.3% 

40歳代 

10.0% 

50歳代 

31.1% 

60歳代 

10.8% 

70歳以上 

18.3% 

無回答 

4.8% 

全体 n=251 

男性 

27.5% 

女性 

69.3% 

無回答 

3.2% 

全体 n=251 

特に病気など

なく健康で 

ある 

59.8% 

なんとなく 

体調がすぐれ

ない 

13.9% 

病弱である 

4.8% 

病気やケガが

あり、現在 

通院または 

入院している 

17.5% 

無回答 

4.0% 

全体 n=251 

介助（介護）者の性別をみると、「女性」（69.3％）、「男性」（27.5％）となって

います。 

また、介助（介護）者の年齢をみると、「50歳代」（31.1％）が最も多く、次い

で「30歳代」（24.3％）、「70歳以上」（18.3％）となっています。 

  問6 介助（介護）者の性別  問7 介助（介護）者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介助（介護）者の健康状態をみると、「特に病気などなく健康である」（59.8％）

が最も多く、次いで「病気やケガがあり、現在通院または入院している」（17.5％）、

「なんとなく体調がすぐれない」（13.9％）となっています。 

 問8 介助（介護）者の健康状態 
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１級 

29.3% 

２級 

20.5% 

３級 

14.5% 

４級 

24.5% 

５級 

5.6% 

６級 

5.6% 

全体 n=249  

１級 

8.3% 

２級 

52.4% 

３級 

39.3% 

全体 n=84 

Ａ判定 

40.0% 
Ｂ判定 

60.0% 

全体 n=160 

２ 障害などの状態について 

（１）障害者手帳の所持状況等について 

障害者手帳の所持状況と等級や判定状況をみると、「身体障害者手帳」を持って

いる方の等級は「１級」（29.3％）が最も多く、次いで「４級」（24.5％）、「２級」

（20.5％）、「３級」（14.5％）となっています。 

療育手帳を持っている方の手帳の種類は「A判定」が40.0％、「B判定」が60.0％

となっています。 

問9 身体障害者手帳の等級          問9 療育手帳の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神障害者保健福祉手帳を持っている方の手帳の等級は「２級」（52.4％）が最

も多く、次いで「３級」（39.3％）、「１級」（8.3％）となっています。 

問9 精神障害者保健福祉手帳の等級 
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（２）障害の種類や難病認定等について 

障害の種類をみると、「知的障害」（25.9％）が最も多く、次いで「肢体不自由（上

肢、下肢、体幹機能）」（23.2％）、「統合失調症」（12.4％）となっています。 

問10 障害の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.6 

4.4 

4.1 

23.2 

11.0 

25.9 

5.6 

6.9 

2.1 

2.9 

12.4 

9.5 

0.6 

3.7 

5.6 

9.8 

0% 25% 50% 75% 100%

視覚障害 

聴覚障害又は平衡機能障害 

音声・言語・そしゃく機能障害 

肢体不自由（上肢、下肢、体幹機能） 

内部障害（心臓、呼吸器、腎臓、ぼうこう、 

直腸、小腸、肝臓、その他） 

知的障害 

自閉症・自閉的傾向 

てんかん（脳波異常） 

ダウン症 

脳性麻痺 

統合失調症 

そううつ病・うつ病 

アルコール依存症 

神経症（不安神経症・強迫神経症等） 

その他 

無回答 

全体 

n=518 
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はい 

13.9% 

いいえ 

72.4% 

無回答 

13.7% 

全体 n=518 

受けている 

6.6% 

受けていない 

80.7% 

無回答 

12.7% 

全体 n=518 

はい 

2.5% 

いいえ 

84.0% 

無回答 

13.5% 

全体 n=518 

難病認定の状況をみると、「受けていない」は80.7％、「受けている」は6.6％と

なっています。 

発達障害の診断の有無では、「いいえ」は72.4％、「はい」は13.9％となってい

ます。 

 問11 難病の認定  問12 発達障害の診断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高次脳機能障害の診断の有無では、「いいえ」は84.0％、「はい」は2.5％となっ

ています。 

問13 高次脳機能障害の診断 
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70.3  

65.3  

71.0  

60.0  

66.0  

43.6  

51.4  

45.0  

50.0  

49.6  

49.8  

65.6  

55.0  

53.5  

49.6  

47.7  

54.2  

11.2  

6.6  

6.2  

10.0  

7.5  

9.7  

7.7  

12.7  

11.0  

6.8  

9.3  

11.2  

9.5  

11.4  

12.9  

5.6  

6.8  

5.4  

7.9  

6.6  

11.4  

9.5  

7.1  

9.7  

15.4  

7.1  

7.7  

9.5  

6.4  

12.2  

14.1  

13.7  

8.1  

7.9  

3.5  

10.6  

6.8  

8.5  

6.8  

27.4  

20.5  

16.2  

21.0  

24.7  

20.1  

5.2  

11.8  

9.5  

12.9  

27.6  

20.5  

9.7  

9.7  

9.5  

10.0  

10.2  

12.2  

10.8  

10.6  

10.8  

11.2  

11.4  

11.6  

11.6  

11.6  

10.8  

11.0  

10.6  

１．食事をとる 

２．入浴をする 

３．トイレ 

４．身だしなみ 

５．着替え 

６．調理 

７．買い物 

８．掃除や片づけ 

９．洗濯 

10．金銭管理 

11．電話・FAXの対応 

12．屋内の移動 

13．屋外の移動 

14．意思の伝達 

15．説明の理解 

16．通院 

17．服薬の管理 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人でできる（やればできる） 少し時間がかかるが一人でできる 

一部援助・声掛けが必要 全面的に援助が必要 

無回答 

３ 保健・医療・介護ついて 

（１）日常生活について 

日常生活の自立状況をみると、全ての項目で「一人でできる（やればできる）」

（71.0～43.6％）が最も多くなっています。また「一部援助・声掛けが必要」と

「全面的に援助が必要」を合わせて30％を超えている項目は「通院」（35.7％）、

「調理」（34.6％）、「金銭管理」（32.4％）、「掃除や片づけ」（31.7％）、「買い物」

（30.1％）となっています。 

問14 日常生活の自立状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 n=518 
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通院（回程

度／月） 

71.2% 往診（回程

度／月） 

2.9% 

入院 

2.1% 

かかって 

いない 

17.2% 

無回答 

6.6% 

全体 n=518 

１回未満 

6.7% 

１回 

73.3% 

２回 

20.0% 

３回 

0.0% 

４回 

0.0% 

無回答 

0.0% 

全体 n=15 

１回未満 

7.3% 

１～４回 

77.0% 

５～８回 

1.6% 

９～12回 

1.1% 

13～16回 

1.6% 17～20回 

0.3% 

無回答 

11.1% 

全体 n=369 

（２）医療制度等の利用について 

医療機関の受診状況では、「通院」（71.2％）が最も多く、次いで「かかっていな

い」（17.2％）、「往診」（2.9％）、「入院」（2.1％）となっています。 

１ヶ月あたりの通院回数は、「１～４回」（77.0％）が最も多く、次いで「１回未

満」（7.3％）となっています。 

１ヶ月あたりの往診回数は、「１回」（73.3％）が最も多く、次いで「２回」（20.0％）

となっています。 

問15 医療機関の受診状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問15-1 通院回数（回程度/月）  問15-2 往診回数（回程度/月） 
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現在受けている医療ケアでは、「服薬管理」（29.5％）が最も多く、次いで「透析」

（2.9％）、「ストマ（人工肛門・人工膀胱）」（1.7％）となっています。 

問16 現在受けている医療ケア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公費負担医療制度の医療状況では、「精神通院医療（自立支援）」（27.0％）が最

も多く、次いで「重度心身障害者医療費助成制度」（22.8％）、「利用していない」

（20.7％）となっています。 

問17 公費負担医療制度の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.0 

0.8 

1.0 

1.5 

1.5 

1.0 

0.2 

2.9 

1.0 

1.7 

29.5 

16.0 

48.1 

0% 25% 50% 75% 100%

気管切開 

人工呼吸器（レスピレーター） 

吸入 

吸引 

胃ろう・腸ろう 

鼻腔経管栄養 

中心静脈栄養（IVH） 

透析 

カテーテル留置 

ストマ（人工肛門・人工膀胱） 

服薬管理 

その他 

無回答 

全体 

n=518 

3.3 

0.6 

27.0 

2.7 

0.8 

2.5 

22.8 

2.1 

4.6 

20.7 

18.3 

0% 25% 50% 75% 100%

更生医療（自立支援） 

育成医療（自立支援） 

精神通院医療（自立支援） 

特定疾患治療研究事業による医療費助成制度 

小児特定疾患治療研究事業による 
医療費助成制度 

生活保護による医療扶助 

重度心身障害者医療費助成制度 

その他 

利用したいが、該当しないため利用できない 

利用していない（９に○をつけた場合を除く） 

無回答 

全体 

n=518 
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（３）健康管理や医療について困ったり不便に思ったことについて 

健康管理や医療について困ったり不便に思ったことをみると、「特にない」

（39.4％）が最も多く、次いで「専門的な治療を行っている医療機関が身近にない」

（17.8％）、「医療費の負担が大きい」（14.5％）となっています。 

問18 健康管理や医療について困ったり不便に思ったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.7 

17.8 

5.2 

1.5 

6.6 

3.5 

6.2 

6.6 

14.5 

5.4 

39.4 

19.1 

0% 25% 50% 75% 100%

近所に診てくれる医師がいない 

専門的な治療を行っている医療機関が身近にない 

通院するときに付き添いをしてくれる人がいない 

診療を断られる 

気軽に往診を頼める医師がいない 

定期的に健康診断を受けられない 

障害のため症状が正確に伝えられず、 
必要な治療が受けられない 

受診手続きや案内など障害者への配慮が不十分 

医療費の負担が大きい 

その他 

特にない 

無回答 

全体 

n=518 
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区分１ 

1.9% 

区分２ 

3.3% 
区分３ 

3.3% 
区分４ 

4.2% 

区分５ 

2.9% 

区分６ 

4.6% 

受けていない 

49.4% 

無回答 

30.3% 

全体 n=518 

要支援１ 

3.6% 

要支援２ 

14.3% 

要介護１ 

14.3% 

要介護２ 

25.0% 

要介護３ 

3.6% 

要介護４ 

7.1% 

要介護５ 

14.3% 

無回答 

17.9% 

全体 n=28 

利用している 

5.4% 

利用したいが、利用 

できない     

（該当しない） 

2.3% 利用していない  

（「利用したいが、  

利用できない」に    

○をつけた場合を    

除く） 

74.1% 

無回答 

18.1% 

全体 n=518 

（４）介護保険サービスについて 

介護保険サービスの利用状況では、「利用していない」（74.1％）が最も多く、次

いで「利用している」（5.4％）、「利用したいが、利用できない」（2.3%）となって

います。 

該当する要介護では、「要介護２」（25.0％）が最も多く、次いで「要支援2」、｢要

介護１｣、「要介護５」（各14.3％）となっています。 

 問19 介護保険サービスの利用状況    問20 該当する介護度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 障害福祉サービスについて 

（１）障害支援（障害程度）区分の認定について 

障害支援（障害程度）区分の認定の有無をみると、「受けていない」（49.4％）が

最も多く、区分の認定を受けている方は「区分６」（4.6％）、次いで「区分４」（4.2％）、

「区分２」、「区分３」（各3.3％）、「区分５」（2.9％）、「区分１」（1.9％）となっ

ています。 

問21 障害支援（障害程度）区分の認定を受けているか 
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4.1  

1.6  

1.0  

1.9  

1.0  

11.0  

5.6  

3.1  

10.4  

1.0  

62.9  

63.0  

63.5  

62.4  

62.7  

56.0  

60.4  

63.1  

54.0  

63.7  

33.0  

35.4  

35.5  

35.7  

36.3  

33.0  

34.0  

33.8  

35.6  

35.3  

①居宅介護 

（ホームヘルプ） 

②重度訪問介護 

③同行援護 

④行動援護 

⑤重度障害者等 

包括支援 

⑥生活介護 

⑦自立訓練（機能

訓練、生活訓練） 

⑧就労移行支援 

⑨就労継続支援 

（Ａ型、Ｂ型） 

⑩療養介護 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答 

14.1  

10.7  

7.6  

12.9  

8.9  

14.7  

16.0  

16.9  

19.0  

10.4  

43.8  

46.3  

49.1  

43.6  

47.3  

40.9  

40.3  

40.5  

35.8  

44.8  

42.1  

43.0  

43.3  

43.4  

43.8  

44.4  

43.6  

42.6  

45.2  

44.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用しない 無回答 

（２）障害福祉サービスの利用状況と利用意向 

現在利用しているサービスをみると、①～⑩までは「⑥生活介護」（11.0％）が

最も多く、次いで「⑨就労継続支援（A型、B型）」（10.4％）、「⑦自立訓練（機能

訓練、生活訓練）」（5.6％）となっています。 

今後利用したいサービスをみると、①～⑩までは「⑨就労継続支援（A型、B型）」

（19.0％）が最も多く、次いで「就労移行支援」（16.9％）、「⑦自立訓練（機能訓

練、生活訓練）」（16.0％）となっています。 

問22 現在利用しているサービス・今後利用したいサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現在利用している 今後利用したい 
全体 n=518 
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2.3  

7.9  

7.3  

15.4  

60.0  

25.9  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

62.2  

60.2  

57.9  

51.4  

0.0  

44.4  

78.6  

60.0  

66.7  

66.7  

35.5  

31.9  

34.7  

33.2  

40.0  

29.6  

21.4  

40.0  

33.3  

33.3  

⑪短期入所 

(ショートステイ） 

⑫共同生活援助 

（グループホーム） 

⑬施設入所支援 

⑭相談支援 

⑮児童発達支援 

⑯放課後等 

デイサービス 

⑰保育所等 

訪問支援 

⑱医療型児童 

発達支援 

⑲福祉型児童 

入所支援 

⑳医療型児童 

入所支援 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答 

15.1  

15.7  

12.9  

31.7  

80.0  

37.0  

35.7  

60.0  

11.1  

11.1  

42.5  

41.9  

43.8  

25.3  

20.0  

29.6  

50.0  

40.0  

59.3  

63.0  

42.5  

42.4  

43.2  

43.1  

0.0  

33.3  

14.3  

0.0  

29.6  

25.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用しない 無回答 

現在利用しているサービスをみると、⑪～⑳までは「⑮児童発達支援」（60.0%）

が最も多く、次いで「⑯放課後等デイサービス」（25.9％）、「⑭相談支援」（15.4%）

となっています。 

今後利用したいサービスをみると、⑪～⑳までは「⑮児童発達支援」（80.0%）

が最も多く、次いで「⑱医療型児童発達支援」（60.0％）、「⑯放課後等デイサービ

ス」（37.0%）、「⑰保育所等訪問支援」（35.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現在利用している 今後利用したい 
全体 n=518 
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自宅で生活したい 

66.4% 

福祉施設・介護 

保険施設で生活 

したい 

9.1% 

グループホーム等

で共同生活したい 

8.1% 

その他 

2.8% 無回答 

11.2% 

全体 n=518 

５ 将来の住まいについて 

（１）将来の生活の場所の意向 

将来の生活場所の意向は、「自宅で生活したい」は66.4％で最も多く、次いで「福

祉施設・介護保険施設で生活したい」が9.1％となっています。 

問23 将来どこで生活したいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自宅や地域で生活できる条件 

自宅や地域で生活できる条件をみると、「生活するのに十分な収入があること」

（33.4％）が最も多く、次いで「主治医や医療機関が近くにあること」（23.7％）、

「地域に働ける場所があること」（19.9％）となっています。 

問24 自宅や地域で生活できる条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.8 

9.1 

18.0 

13.5 

7.9 

12.2 

3.7 

23.7 

33.4 

19.7 

9.1 

14.5 

19.9 

4.1 

12.9 

15.4 

0% 25% 50% 75% 100%

昼間の介護を頼める人がいること 

夜間の介護を頼める人がいること 

食事の心配をしなくていいこと（配食サービスがある等） 

掃除や洗濯等の家事の手伝いを頼める人がいること 

デイサービスや共同作業所等に通えること 

ショートステイ等緊急時に宿泊できるところがあること 

ガイドヘルパーやリフト付自動車・寝台車等の外出支援の 
サービスがあること 

主治医や医療機関が近くにあること 

生活するのに十分な収入があること 

家族と同居できること 

グループホーム等の仲間と共同生活できる場があること 

地域で何でも相談できる相談員や相談窓口があること 

地域に働ける場所があること 

その他 

特にない 

無回答 

全体 

n=518 



田村市 

22 

働いている 

39.6% 

働いていない 

50.4% 

無回答 

10.0% 

全体 n=518 

６ 就学・就労状況について 

（１）現在の就労状況 

現在の就労状況をみると、「働いていない」は50.4％、「働いている」が39.6％

となっています。 

問25 現在の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）未就労者の状況 

現在働いていない理由をみると、「病気のため」（34.1％）が最も多く、次いで、

「重度の障害のため働くことが出来ないため」（29.1％）、「働くところがないため」

（20.7％）となっています。 

問26 働いていない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.7 

20.3 

34.1 

12.6 

7.3 

29.1 

6.1 

19.9 

6.5 

9.6 

3.8 

8.8 

3.8 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

働くところがないため 

自分にあった仕事がないため 

病気のため 

通勤が困難なため 

高齢又は就労年齢に達しないため 

重度の障害のため働くことができないため 

家事に専念するため 

働ける自信がないため 

今の生活に満足しているため 

差別や偏見があるため 

働きたくないため 

学校に通っているため 

その他 

無回答 

全体 

n=261 

 



第２章 ニーズ調査結果 

23 

会社等で正社員と

して働いている 

13.7% 

会社等でパート、

アルバイト、臨時

雇用や契約社員と

して働いている 

24.4% 

自営業 

を営んで 

いる 

13.7% 

福祉施設、 

作業所等で 

働いている 

30.2% 

その他 

2.4% 
無回答 

15.6% 

全体 n=205 

５日以下 

2.9% 

６～10日 

5.4% 

11～15日 

5.9% 

16～20日 

45.9% 

21～25日 

27.3% 

26～31日 

7.3% 

無回答 

5.4% 

全体 n=205 

（３）就労者の状況 

就労形態をみると、「福祉施設、作業所等で働いている」（30.2％）が最も多く、

次いで「会社等でパート、アルバイト、臨時雇用や契約社員として働いている」

（24.4％）、「会社等で正社員として働いている」、「自営業を営んでいる」（各13.7％）

となっています。 

問27 就労形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひと月あたりの就労日数をみると、「16～20日」（45.9％）が最も多く、次いで

「21～25日」（27.3％）、「26～31日」（7.3％）となっています。 

問27-1 就労日数（日程度/月） 
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５千円未満 

10.2% 

５千円～１万円

未満 

12.7% 

１万円～５万円

未満 

20.5% ５万円～

10万円 

未満 

20.5% 

10万円～20 

万円未満 

22.9% 

20万円～30万円 

未満 

6.8% 

30万円以上 

2.9% 

無回答 

3.4% 

全体 n=205 

仕事による一ヶ月の収入をみると、「10万円～20万円未満」（22.9％）が最も多

く、次いで「５～10万円未満」、「１万円～５万円未満」（各20.5％）となっており、

10万円未満が63.9％を占めています。 

問27-2 仕事による一ヶ月の収入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事のことで悩んでいること、困っていることをみると、「収入が少ない」（45.9％）

が最も多く、次いで「特にない」（32.2％）、「職場でのコミュニケーションがうま

くとれない」（13.2％）となっています。 

問27-3 仕事のことで悩んでいること、困っていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.9 

7.8 

3.9 

5.9 

8.8 

13.2 

10.7 

2.9 

7.8 

6.3 

6.3 

32.2 

5.4 

0% 25% 50% 75% 100%

収入が少ない 

通院や病気・障害を理由に休みを 
取ることが難しい 

勤務時間の長さや時間帯が自分にあわない 

仕事の内容が自分にあわない 

仕事の内容を覚えるのがたいへん 

職場でのコミュニケーションがうまくとれない 

障害への理解が得にくく、人間関係が 
むずかしい 

職場の設備が障害者にあっていないため 
使いにくい 

職場までの通勤がたいへん 

障害がない人と比べて、仕事の内容や 
昇進などに差がある 

その他 

特にない 

無回答 

全体 

n=205 
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盲・ろう  

学校・特別 

支援学校

（小・中・  

高等部） 

34.8% 

小・中学校の

特別支援学級 

26.1% 

小・中学校の

普通学級 

17.4% 

通級指導教室

に通いつつ 

普通学級 

0.0% 

高等学校 

0.0% 

専門学校・ 

職業訓練校 

など 

4.3% 
その他 

17.4% 

無回答 

0.0% 

全体 n=23 

高等学校 

26.1% 

盲・ろう学校・ 

特別支援学校 

（高等部） 

21.7% 

専門学校・職業 

訓練校など 

0.0% 
その他 

2.8% 

自営業 

0.0% 

家業の手伝い・ 

内職 

0.0% 

会社など 

に勤める 

13.0% 

病院などの   

デイケア 

4.3% 

通所入所などの 

社会福祉施設 

4.3% 

その他 

8.7% 

わからない 

13.0% 

無回答 

4.3% 

全体 n=23 

（４）就学者の状況（日中の子どもの活動） 

現在通っている学校をみると、「盲・ろう学校・特別支援学校（小・中・高等部）」

（34.8％）が最も多く、次いで「小・中学校の特別支援学級」（26.1％）、「小・中

学校の普通学級」（17.4％）となっています。 

将来、日中を過ごしたい場所をみると、「高等学校」（26.1％）が最も多く、次い

で「盲・ろう学校・特別支援学校（高等部）」（21.7％）、「会社などに勤める」（13.0％）

となっています。 

問28 現在通っている学校  問28-1 将来、日中を過ごしたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後利用したい福祉サービスをみると、「特にない」（52.2％）が最も多く、次い

で「ホームヘルパーの派遣」、「短期入所（ショートステイ）」（各21.7％）、「休日や

夜間の相談支援」（17.4％）となっています。 

問28-2 今後利用したい福祉サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.7 

21.7 

13.0 

17.4 

52.2 

8.7 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

ホームヘルパーの派遣 

短期入所（ショートステイ） 

権利の擁護や財産管理に関する支援 

休日や夜間の相談支援 

特にない 

その他 

無回答 
全体 

n=23 
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会社等で 

正社員として 

働きたい 

18.1% 会社等でパート、  

アルバイト、臨時雇用

や契約社員として  

働きたい 

12.9% 

自営業を営みたい 

8.1% 

福祉施設、 

作業所等で働きたい 

20.3% 

その他 

16.2% 

無回答 

24.3% 

全体 n=518 

（５）希望する将来の就労形態と必要と思われる就労環境について 

将来の就労形態の希望は、「福祉施設、作業所等で働きたい」が20.3％で最も多

く、次いで「会社等で正社員として働きたい」が18.1％、「会社等でパート、アル

バイト、臨時雇用や契約社員として働きたい」が12.9％となっています。 

問29 希望する将来の就労形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）働くために大切な環境 

働くために大切な環境をみると、「周囲が自分を理解してくれること」（46.3％）

が最も多く、次いで「障害にあった仕事であること」（42.5％）、「勤務する時間や

日数を調整できること」（38.6％）となっています。 

問30 働くために大切な環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.6 

35.9 

24.9 

15.8 

27.8 

42.5 

12.0 

19.7 

24.7 

46.3 

31.1 

27.8 

1.7 

8.1 

16.4 

0% 25% 50% 75% 100%

勤務する時間や日数を調整できること 

通勤手段があること 

通院等の保障があること 

自宅で仕事ができること 

賃金が妥当であること 

障害にあった仕事であること 

職業訓練等で就労のための技術を身につけること 

ジョブコーチ（職場適応援助者）など職場に慣れるまで 
援助してくれる制度があること 

勤務場所に障害者用の設備・機器が整っていること 

周囲が自分を理解してくれること 

職場によい指導者や先輩がいること 

福祉施設、作業所など就労の場を確保すること 

その他 

特にない 

無回答 

全体 

n=518 
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ほとんど毎日 

37.5% 

週２～３回 

26.8% 

月２～３回 

18.0% 

ほとんどできて 

いない 

7.7% 

無回答 

10.0% 

全体 n=518 

父母・祖父 

母・兄弟 

22.2% 

配偶者 

（夫または妻） 

12.7% 

子ども 

2.5% 

ホームヘルパーや

施設の職員 

11.4% 
その他の人  

（ボランティア

等） 

0.6% 

一人で外出する 

41.7% 

無回答 

8.9% 

全体 n=518 

７ 外出について 

（１）外出状況について 

外出の頻度をみると、「ほとんど毎日」（37.5％）が最も多く、次いで「週２～３

回」（26.8％）、「月２～３回」（18.0％）となっています。 

問31 外出の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出時の主な同伴者をみると、「一人で外出する」（41.7％）が最も多く、次いで

「父母・祖父母・兄弟」（22.2％）、「配偶者（夫または妻）」（12.7％）となってい

ます。 

問32 外出時の主な同伴者 
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外出目的をみると、「買い物に行く」（70.5％）が最も多く、次いで「医療機関へ

の受診」（50.8％）、「通勤・通学・通所」（31.5％）となっています。 

問33 外出目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出時の移動手段をみると、「自家用車」（65.6％）が最も多く、次いで「徒歩」

（26.6％）、「電車」（16.4％）となっています。 

問34 外出時の移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.5 

7.1 

50.8 

70.5 

16.6 

14.3 

8.3 

23.7 

4.2 

7.5 

0% 25% 50% 75% 100%

通勤・通学・通所 

訓練やリハビリに行く 

医療機関への受診 

買い物に行く 

友人・知人に会う 

趣味やスポーツをする 

グループ活動に参加する 

散歩に行く 

その他 

無回答 

全体 

n=518 

16.4 

14.1 

8.5 

65.6 

7.7 

4.8 

26.6 

7.7 

6.4 

0% 25% 50% 75% 100%

電車 

バス 

タクシー 

自家用車 

自転車・バイク 

車いす 

徒歩 

その他 

無回答 

全体 

n=518 



第２章 ニーズ調査結果 

29 

外出時の不便や困難をみると、「特にない・ほとんど外出しないのでわからない」

（22.2％）が最も多く、次いで「まわりの人の目が気になる」（17.8％）、「外出先

でコミュニケーションがとりにくい」（17.2％）となっています。 

問35 外出時の不便や困難 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.5 

10.4 

12.2 

10.4 

11.0 

4.8 

17.2 

9.1 

17.8 

16.0 

6.6 

22.2 

24.1 

0% 25% 50% 75% 100%

付き添ってくれる人がいない 

障害者用トイレが少ない 

道路・建物の段差や、電車・バス等の乗り降りがたいへん 

気軽に利用できる移送手段が少ない 

（福祉タクシーやリフト付バス等） 

障害者用の駐車スペースや手すり、スロープ、案内表示等、 

障がい者に配慮した設備が不十分である 

通路上に自転車や看板等の障害物があって通りにくい 

外出先でコミュニケーションがとりにくい 

必要なときに、まわりの人の手助けや配慮が足りない 

まわりの人の目が気になる 

タクシーの運賃など移動手段の料金が高額であること 

その他 

特にない・ほとんど外出しないのでわからない 

無回答 

全体 

n=518 
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８ 社会参加や地域での生活について 

（１）地域とのつきあい方 

地域とのつきあい方をみると、「会えばあいさつしあう」（67.8％）が最も多く、

次いで「世間話をする」（30.9％）、「入所・通所している施設の行事等で交流する」

（18.0％）となっている一方で、「つきあいはしていない」は14.3％となっていま

す。 

問36 地域とのつきあい方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67.8 

30.9 

15.6 

17.2 

17.6 

7.1 

10.4 

18.0 

1.2 

14.3 

9.3 

0% 25% 50% 75% 100%

会えばあいさつしあう 

世間話をする 

一緒に遊んだり、出かけたりする 

自治会等の地域活動に一緒に参加する 

盆踊りや祭り等の行事を一緒に楽しむ 

サークル等で趣味やスポーツの活動を一緒に楽しむ 

学校や職場の行事に一緒に参加する 

入所・通所している施設の行事等で交流する 

その他 

つきあいはしていない 

無回答 

全体 

n=518 
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（２）余暇活動等について 

地域で行われる行事や活動に参加しようとした場合に、さまたげとなることをみ

ると、「特にない」（20.1％）が最も多く、次いで「コミュニケーションが難しい」

（19.7％）、「一緒に活動する友人・仲間がいない」（18.3％）、「気軽に参加できる

活動が少ない」（17.0％）となっています。 

問37 参加しようとした場合のさまたげになること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.4 

17.0 

18.3 

7.7 

8.9 

16.8 

19.7 

14.5 

4.1 

4.6 

3.9 

20.1 

12.5 

17.4 

0% 25% 50% 75% 100%

どのような活動が行われているか知らない 

気軽に参加できる活動が少ない 

一緒に活動する友人・仲間がいない 

家事・仕事等の調整が難しい 

活動場所が近くにない・移動手段がない 

健康や体力に自信がない 

コミュニケーションが難しい 

参加したくなるようなものがない 

参加したいが誘ってもらえない 

過去に参加したが期待はずれだった 

その他 

特にない 

参加しようとは思わない 

無回答 

全体 

n=518 
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今後、余暇活動としてしたいと思う活動をみると、「旅行」（37.1％）が最も多く、

次いで「買い物」（34.7％）、「特にない」（21.6％）、「地域の行事や祭り、学校・

職場の行事」（19.3％）となっています。 

問38 今後余暇活動としてしたいと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.1 

37.1 

34.7 

9.3 

11.6 

16.2 

9.1 

19.3 

0.8 

21.6 

16.0 

0% 25% 50% 75% 100%

スポーツ 

旅行 

買い物 

ボランティア活動 

障害者団体の活動 

趣味等のサークル活動・生涯学習 

講座・講演会等への参加 

地域の行事や祭り、学校・職場の行事 

その他 

特にない 

無回答 
全体 

n=518 
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９ 情報収集について 

（１）福祉サービスや福祉制度に関する情報入手について 

福祉サービスや福祉制度に関する情報源をみると、「市や県の広報紙やチラシ、

ホームページ等」、「病院・診療所・薬局など」（各23.2％）が最も多く、次いで「市

や県などの窓口」（20.8％）、「入所・通所している福祉施設の職員」（18.1％）、「テ

レビ・ラジオ」（16.2％）となっています。 

問39 障害のことや福祉サービスなどに関する情報源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.8 

23.2 

3.5 

9.7 

4.8 

15.3 

18.1 

1.2 

5.0 

23.2 

4.1 

11.0 

16.2 

10.2 

1.4 

15.8 

8.9 

0% 25% 50% 75% 100%

市や県等の窓口 

市や県の広報紙やチラシ、ホームページ等 

生活支援センター 

障害者相談員や民生委員・児童委員 

障害者団体 

家族や友人・知人 

入所・通所している福祉施設の職員 

ボランティア等の福祉団体 

ホームヘルパーや訪問看護師等 

病院・診療所・薬局等 

学校・職場 

新聞・雑誌 

テレビ・ラジオ 

インターネット 

その他 

特にない 

無回答 

全体 

n=518 
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十分 

4.8% 

どちらかといえば

十分 

14.5% 

どちらかといえば

不十分 

25.1% 

不十分 

13.4% 

わからない 

28.2% 

無回答 

10.6% 

全体 n=518 

福祉に関する情報を十分に入手できているかをみると、「十分」と「どちらかと

いえば十分」を合わせて19.3％となっています。 

問40 情報を十分に入できているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、特に充実してほしい情報をみると、「福祉サービスの内容や利用方法等に

関する情報」（44.2％）が最も多く、次いで「困ったときに相談ができる機関や窓

口に関する情報」（43.1％）、「社会情勢や福祉制度の変化等に関する情報」（31.9％）

となっています。 

問41 今後、特に充実してほしい情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.9 

44.2 

43.1 

4.8 

20.3 

13.7 

22.8 

8.9 

1.2 

15.3 

10.8 

0% 25% 50% 75% 100%

社会情勢や福祉制度の変化などに関する情報 

福祉サービスの内容や利用方法などに関する情報 

困ったときに相談ができる機関や窓口に関する情報 

学校の選び方などの就学に関する情報 

仕事の選び方などの就職に関する情報 

文化・スポーツやレクリエーション、レジャーなどの

余暇活動に関する情報 

災害時の避難情報 

ボランティア団体などに関する情報 

その他 

特にない 

無回答 

全体 

n=518 
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できる 

45.9% 

できない 

28.0% 

わからない 

19.7% 

無回答 

6.4% 

全体 n=518 

10 災害対策について 

（１）災害対策について 

災害時に一人で避難できるかをみると、「できる」（45.9％）が最も多く、次いで

「できない」（28.0％）、「わからない」（19.7％）となっています。 

問42 災害時に一人で避難できるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時に頼れる人をみると、「同居の家族」（62.7％）が最も多く、次いで「施設

の職員や仲間」（20.5％）、「近所の友人・知人」（18.0％）、「近所の別居家族や親

戚」（15.8％）となっている一方で、「いない」は6.8％となっています。 

問43 災害時に頼れる人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.7 

15.8 

18.0 

4.1 

20.5 

1.7 

6.8 

6.4 

0% 25% 50% 75% 100%

同居の家族 

近所の別居家族や親戚 

近所の友人・知人 

民生委員・児童委員 

施設の職員や仲間 

その他 

いない 

無回答 

全体 

n=518 
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災害時に心配なことをみると、「避難場所で障害にあった対応をしてくれるか心

配である」（32.8％）が最も多く、次いで「正確な情報がなかなか流れてこない」

（30.5％）、「必要な薬が手に入らない、治療を受けられない」（27.2％）となって

います。 

問44 災害時に心配なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.5 

17.6 

13.5 

26.4 

20.7 

26.1 

32.8 

27.2 

8.3 

2.9 

3.3 

13.1 

11.2 

0% 25% 50% 75% 100%

正確な情報がなかなか流れてこない 

救助を求めることができない 

救助を求めてもすぐ来てくれる人がいない 

安全なところまで、すぐ避難することができない 

まわりの人とのコミュニケーションがとれない 

被害状況や避難所（福祉避難所を含む）の場所、物資の 
入手方法等がわからない 

避難所で障害にあった対応をしてくれるか心配である 

必要な薬が手に入らない、治療を受けられない 

補装具や日常生活用具が使えなくなる 

酸素ボンベや吸引器、人工呼吸器等が使えなくなる 

その他 

特にない 

無回答 

全体 

n=518 
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家で過ごす 

45.6% 

学校や幼稚園・ 

保育園などに 

通っている 

4.1% 

仕事をしている
（自営業・家族 

従業・福祉施設・
作業所などを  

含む） 

28.6% 

福祉施設や医療機

関に入所・入院し

ている 

13.1% 

その他 

2.5% 

無回答 

6.2% 

全体 n=518 

11 生活全般について 

（１）ふだんの過ごし方について 

ふだんの過ごし方をみると、「家で過ごす」（45.6％）が最も多く、次いで「仕事

をしている（自営業・家族従業者・福祉施設・作業所などを含む）」（28.6％）、「福

祉施設や医療機関に入所・入院している」（13.1％）となっています。 

問45 ふだんの過ごし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現在の生活の中で困っていること、将来に対する不安・悩みについて 

現在の生活の中で困っていること、将来に対する不安・悩みをみると、「経済的

な不安」（46.7％）が最も多く、次いで「障害や健康上の心配、悩み」（40.7％）

「通院、通勤、通学が困難」（39.8％）となっています。 

問46 生活の中で困っていること、不安・悩み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.7 

40.7 

17.2 

14.1 

12.2 

11.4 

13.1 

9.3 

12.2 

4.8 

39.8 

12.2 

12.9 

14.9 

0.8 

15.6 

11.0 

0% 25% 50% 75% 100%

経済的な不安 

障害や健康上の心配、悩み 

住まいの不満、悩み 

仕事の不満または働く場がない 

結婚問題の不安、悩み 

友達がいない 

家庭内の問題 

将来の生活が不安 

周囲の人の理解がない 

身辺の世話がかかる 

通院、通勤、通学が困難 

生きがいを見いだせない 

財産の管理が心配 

毎回のゴミ出しが困難 

その他 

特にない 

無回答 

全体 

n=518 
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ある 

27.0% 

少しある 

30.5% 

ない 

32.2% 

無回答 

10.2% 

全体 n=518 

困っていることや将来に対する不安・悩みの相談先をみると、「家族」（52.7％）

が最も多く、次いで「友人・知人、近所の人」（21.0％）、「入所・通所している福

祉施設の職員」（20.1％）、「病院・診療所の医師や看護師等」（17.4％）となって

います。 

問47 生活の中で困っていること、不安・悩みの相談先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 権利擁護について 

（１）障害者の権利擁護について 

障害があることで差別やいやな思いをしたことがあるかでは、「ある」方は27.0％

「少しある」方が30.5％となり、差別やいやな思いをしたことがある方が６割弱と

なっています。 

問48 障害があることで差別やいやな思いをしたことがあるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.7 

21.0 

5.4 

20.1 

6.4 

4.8 

17.4 

3.7 

1.5 

4.2 

5.4 

4.1 

9.5 

11.0 

0% 25% 50% 75% 100%

家族 

友人・知人、近所の人 

学校・職場の関係者 

入所・通所している福祉施設の職員 

障がい者相談員や民生委員・児童委員 

ホームヘルパーや訪問看護師等 

病院・診療所の医師や看護師等 

障害者団体 

ボランティア等の福祉団体 

生活支援センターの職員等 

市や県等の職員 

その他 

相談する人がいない 

無回答 

全体 

n=518 
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知っている 

14.1% 

聞いたこと

はあるが、

くわしくは

知らない 

30.7% 

知らない 

46.9% 

無回答 

8.3% 

全体 n=518 

どのような場所で差別やいやな思いをしたかをみると、「外出先」（38.6％）が最

も多く、次いで「学校・仕事場」（35.2％）、「住んでいる地域」（26.2％）、「仕事

を探すとき」（22.5％）となっています。 

問49 どのような場所で差別やいやな思いをしたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活自立支援事業や成年後見制度の周知状況をみると、「知らない」（46.9％）

が最も多く、次いで「聞いたことはあるが、くわしくは知らない」（30.7％）、「知

っている」（14.1％）となっています。 

問50 日常生活自立支援制度・成年後見制度の周知状況 

 

 

 

 

  

35.2 

22.5 

38.6 

14.8 

16.4 

26.2 

7.4 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

学校・仕事場 

仕事を探すとき 

外出先 

余暇を楽しむとき 

病院などの医療機関 

住んでいる地域 

その他 

無回答 

全体 

n=298 
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利用して 

いる 

5.0% 
すぐにでも

利用したい 

2.1% 

今は必要 

ないが、 

将来利用 

してみたい 

27.0% 

利用 

したくない 

10.2% 

わからない 

44.8% 

無回答 

10.8% 

全体 n=518 

日常生活自立支援事業や成年後見制度の利用意向をみると、「わからない」

（44.8％）が最も多く、次いで「今は必要ないが、将来利用してみたい」（27.0％）、

「利用したくない」（10.2％）となっています。 

問51 日常生活自立支援制度・成年後見制度の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 田村市の障害福祉サービスや行政の取組について 

（１）障害福祉サービスや行政の取組について 

障害者に対する支援として充実すべきことをみると、「年金や手当等の充実」

（50.2％）が最も多く、次いで「通院・治療のための医療費の助成」（31.9％）、

「障害者に対する社会全体の理解を深めるための啓発や人権教育の充実」（27.8％）、

「就労支援の充実（働くための訓練や職業紹介、就労後の指導や支援等）」（23.7％）、

「緊急時や災害時の支援体制の充実」（22.6％）、「障害者に対する情報提供や相談

窓口の充実」（22.2）となっています。  
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問52 障害者支援として充実すべきこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.8 

13.3 

6.2 

23.7 

50.2 

10.8 

15.1 

8.5 

14.3 

31.9 

8.1 

18.9 

22.2 

12.0 

4.8 

6.2 

22.6 

21.8 

2.3 

6.6 

11.2 

0% 25% 50% 75% 100%

障害者に対する社会全体の理解を深めるための 
啓発や人権教育の充実 

障害の特性や程度に応じた障害児保育・教育の充実 

市の審議会や委員会等への障害者の参画（登用） 

就労支援の充実（働くための訓練や職業紹介、 
就労後の指導や支援等） 

年金や手当等の充実 

公営住宅への障害者優先入居等住宅施策の充実 

グループホーム等の地域で共同生活できる住まいの整備 

機能回復訓練等リハビリテーションの充実 

在宅生活を支えるための医療の充実 

通院・治療のための医療費の助成 

ホームヘルプやデイサービス、外出支援等の 
在宅サービスの充実 

入所できる福祉施設の充実 

障害者に対する情報提供や相談窓口の充実 

障害者同士や地域の人等と交流ができる場の整備 

ボランティアの育成と活動支援 

文化・スポーツ・レクリエーション等を通じた 
社会参加の支援 

緊急時や災害時の支援体制の充実 

障害者にやさしいまちづくりの推進（公共施設や民間 
施設、公共交通機関、道路等のバリアフリー化 

やユニバーサルデザイン化） 

その他 

特にない 

無回答 
全体 

n=518 
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１ 調査票 

（１）調査票 
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